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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、会計基準のコンバージェンスを推進するための会計専門家に対する戦略的
会計教育の望ましいあり方を分析することである。分析の結果、１. 会計教育戦略としては米国型と欧州型が考えられ
るが、そのいずれも曖昧さ回避、ホールドアップ、モラルハザードといった問題を抱えてしまうこと、2. 会計教育の
問題は、実は監査制度の品質管理の問題、特に規制主体のあり方と密接に結びついていること、3. それらの問題を克
服するカギとして会計専門職大学院制度と資格試験制度との関係の再構築が考えられることなどが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the best strategy on an accounting 
education for accountants to enforce the global accounting convergence. The results of our study are as 
follows: First, there are two strategy for an accounting education; the U.S.-type and the Europe-type, 
which have the problem about ambiguity aversion, hold-up, and moral hazard. Second, the issues on 
accounting education are connected to the quality control of audit system. Third, one of the key to 
overcome those problems is to change the present accounting school system.

研究分野：会計学
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１．研究開始当初の背景 

 近年の国際会計基準（IFRS)を軸とする

コンバージェンスないしアドプションの問

題は、現在の会計研究において最重要課題

の１つであり、またその是非については賛

否両論ある。この問題に対して、研究代表

者は、ゲーム理論と実験経済学とを融合し

た実験比較制度分析という新しい手法を用

いてアプローチしてきた。具体的には、ま

ず田口(2009)において、国際会計基準のジ

レンマ（①パレート最適なコンバージェン

スは各国間の「不公平」をもたらし、また

②逆に各国にとり「公平」なコンバージェ

ンスはパレート非効率な状況をもたらして

しまうこと、③後者のみが、長期的に安定

した均衡となること）を理論的に明らかに

した。次に田口(2011)において、上記の仮

説を心理・経済実験により検証し、ある条

件下では、そもそもパレート最適でも、「公

平」でもない状況（各国が自国基準を採り

続け、会計基準を相手に合わせようとしな

い状況）に各国の行動が収束してしまうと

いう理論の予想とは異なる帰結の可能性

（コンバージェンス不成立条件）を明らか

にした。 

 このような検討の中で、研究代表者は、

逆に、グローバルな会計基準のコンバージ

ェンスを進めていくには、一体どのような

条件が必要となるかという点に注目した。

ここで重要になるのは、誰が IFRSに強制

力を付与し、またどのようにそれを各国の

企業に遵守させるかというエンフォースメ

ントの問題であるが、これは、単に各国間

の（ないし国内における）パワーバランス

だけの問題ではない。エンフォースメント

をヨリ効率的かつ効果的に進めていくため

には、実は、各国の会計専門家に対する会

計教育の問題が重要となる可能性がある。

つまり、会計専門家教育を戦略的に展開し

ていくこと（戦略的会計専門家教育）が、

エンフォースメントの、そしてグローバル

な会計基準のコンバージェンスを進めてい

くことへの１つの近道となる可能性がある。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、会計専門家教育をグローバル

な会計基準のエンフォースメントの 1手段

と位置づけ、会計基準のコンバージェンス

を推進するための会計専門家に対する戦略

的な会計教育のあり方を実証的に分析する

ことにする。具体的には、各国（各文化圏）

における会計教育制度や会計専門家の意思

決定プロセスの異同について分析すること

で、国際的な会計基準のエンフォースメン

トをヨリ効率的かつ効果的に進めていくた

めに望ましい戦略的な会計専門家教育のあ

り方を検証していくことにする。 

 

３．研究の方法 

 本研究は、実験比較制度分析という新た

な方法を用いることで分析に取り組んでい

る。具体的には、会計教育制度の異同や意

思決定者の意思決定プロセスの相違を、比

較制度分析によりモデル化し、かつ実験棟

により得られた定量データで検証する。こ

こでは、制度や慣習といった「仕組み」を

各プレイヤーの「共有予想」（ゲームの均衡）

として捉え、その共有予想が、どのように

形成され、またどのように変化していくか

を具体的に検証していく。このような分析

手法は、これまでの会計制度研究では見ら

れなかった新しい手法である。 

 

４．研究成果 

 上記の目的を達成するために、研究代表

者は、国内外の専門機関にヒアリングやア

ンケート調査を行い、その実態をゲーム理

論でモデル化するとともに、経済実験やア

ンケート調査により分析した。そこで得ら

れた主な研究成果は以下のとおりである。 



（１）会計教育戦略としては米国型と欧州

型が考えられるが、そのいずれも曖昧さ回

避、ホールドアップ、モラルハザードとい

った問題を抱えてしまう恐れがあること。 

（２）会計教育の問題は、実は監査制度の

品質管理の問題、特に規制主体のあり方と

密接に結びついていること。 

（３）それらの問題を克服するカギとして

会計大学院が考えられるが、現状とは異な

る姿に変えていく必要があること。 
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